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18.5 
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23.5 
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今回調査

20.5 

1

9.5 

1

27.4 

1

1.6 

1

38.9 

1

2.1 

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

23.3 58.0 18.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査

15.6 8.9 22.4 1.7 45.9 5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査

子ども・子育てに関するアンケート調査結果の要点 

 

 

１ 子どもを取り巻く状況の変化  

○母親の就労状況についてみると、「働いている」人が 10.4 ポイント増加しました（前回調査 

48.6％今回調査 59.0％、以下同じ。）。今回の調査では、「働いている」人が「働いていない」

人を上回る結果となりました。【問８】 

【母親の現在の就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○働いていない母親のうち「すぐに、もしくは１年以内に働きたい」と答えた人が 4.8 ポイント

増加しました（18.7％23.5％）。【問 11】 

【母親の今後の就労希望 〈未就労の人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フルタイム
で働いてい

る 

フルタイム
で働いてい
るが、産
休・育休・
介護休業
中である 

パート・ア
ルバイト等
で働いてい

る 

パート・アル
バイト等で働
いているが、
産休・育休・
介護休業中
である 

以前は働
いていた
が、現在は
働いていな

い 

これまで働
いたことが
ない 

 

59.0 

48.6 

子育てや家事などに専
念したい（働く予定はな

い） 

１年より先、一番下の子
どもが  歳になったころ

に働きたい 

すぐにでも、もしくは１年以
内に働きたい 

 

＋10.4 

＋4.8 

資料２—(1) 
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58.7 

34.5 

13.4 

2.5 

10.2 

60.4 

28.8 

11.7 

2.0 

12.3 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に

みてもらえる

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえ

る友人・知人がいる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

前回調査

今回調査

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみ

てもらえる 

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる

友人・知人がいる 

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

いずれもいない 

 

○子どもを見てもらえる親族・知人が「いずれもいない」と答えた人が 2.1 ポイント増加しまし

た（10.2％12.3％）。【問７】 

【お子さんを見てもらえる親族・知人の有無】 
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46.4 

47.5 

2.5 

1.4 

2.7 

0.2 

2.6 

47.4 

43.1 

22.3 

4.3 

1.4 

1.4 

1.2 

0.1 

2.0 

 0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0

保育園

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認定こども園

事業所内保育施設

その他の保育施設

小規模保育施設

ファミリー・サポート・センター

その他

前回調査

今回調査

65.9 

1

34.1 

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

57.8 42.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査

保育園 

幼稚園 

幼稚園の預かり保育 

認定こども園 

事業所内保育施設 

その他の保育施設 

小規模保育施設 

ファミリー・サポート・センター 

その他 

 

２ 就学前教育・保育に対するニーズの変化  

○定期的な教育・保育事業の利用状況について、「利用している」人が 8.1 ポイント増加しまし

た（57.8％65.9％）。利用している事業は「保育園」が微増し、「幼稚園」が減少する中、「認

定こども園」は 4.3％が利用しています。また、「幼稚園の預かり保育」は 19.8 ポイント増加

しました（2.5％22.3％）。【問 16、16－①】 

【保育園や幼稚園などの現在の利用の有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用している事業（施設） 〈利用している人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している 利用していない 

 

＋8.1 

＋19.8 
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61.8 

33.3 

5.8 

7.8 

8.2 

2.2 

2.2 

1.9 

0.2 

11.7 

56.0 

16.7 

10.6 

7.4 

7.0 

2.0 

1.5 

1.2 

0.1 

14.8 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0

子どもがまだ小さいため

特に利用する必要がない

利用したい事業の定員に空きがない

経済的な理由で利用できない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

質に不安がある

利用したい事業が地域にない

利用したい時間帯等の条件が合わない

近所の人や父母の友人・知人がみている

その他

前回調査

今回調査

子どもがまだ小さいため 

特に利用する必要がない 

利用したい事業の定員に空きがない 

経済的な理由で利用できない 

子どもの祖父母や親戚の人がみている 

質に不安がある 

利用したい事業が地域にない 

利用したい時間帯等の条件が合わない 

近所の人や父母の友人・知人がみている 

その他 

 

0.0 

13.0 

10.7 

45.5 

26.3 

4.5 

0.0 

0.2 

14.5 

14.3 

53.2 

16.3 

1.5 

0.0 

 0.0  20.0  40.0  60.0

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳以上

前回調査

今回調査

○定期的な教育・保育事業を利用していない理由について、「定員に空きがない」と答えた人が

4.8 ポイント増加しました（5.8％10.6％）。また、「特に利用する必要がない」が 16.6 ポイ

ント減少しました。 

 「子どもがまだ小さいため」と答えた人が、何歳ぐらいになったら利用しようと考えているか

については、「３歳」と答えた人が 7.7 ポイント増加し（45.5％53.2％）、「４歳」と答えた

人が 10.0 ポイント減少しました（26.3％16.3％）。【問 16－⑤】 

【事業（施設）を利用していない理由 〈現在未利用の人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもが何歳になったら利用したいか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＋4.8 

「子どもがまだ小さいため」を選んだ人に 

＋7.7 

△10.0 

△16.6 
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66.0 

59.5 

33.1 

30.6 

8.0 

7.0 

4.6 

4.3 

2.8 

2.1 

0.7 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0

幼稚園

保育園

幼稚園の預かり保育

認定こども園

事業所内保育施設

小規模保育施設

ファミリー・サポート・センター

居宅訪問型保育

その他の保育施設

家庭的保育

その他

利用したい

89.8

利用したくない

10.2 幼稚園 

保育園 

幼稚園の預かり保育 

認定こども園 

事業所内保育施設 

小規模保育施設 

ファミリー・サポート・センター 

居宅訪問型保育 

その他の保育施設 

家庭的保育 

その他 

 

すぐにでも

利用したい

29.7

歳から

利用したい

70.3

0.4 

15.5 

23.0 

50.4 

10.0 

0.4 

0.2 

 0.0  20.0  40.0  60.0

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳以上

○教育・保育事業の利用料が無償化された場合に、教育・保育事業を「利用したい」と答えた人

が 89.8％に上ります。その際に利用したい教育・保育事業については、「幼稚園」が 66.0％、

次いで、「保育園」（59.5％）、「幼稚園の預かり保育」（33.1％）、「認定こども園」（30.6％）と

なっています。【問 16－⑥⑦】 

○「利用したい」と答えた人が、いつから利用したいかについては、「すぐにでも利用したい」

が 29.7％、「□歳から利用したい」が 70.3％となっており、その年齢は「３歳」が 50.4％、次

いで「２歳」（23.0％）、「１歳」（15.5％）、「４歳」（10.0％）となっています。【問 16－⑧】 

【保育料が無償化されたら事業（施設）を利用するか／利用したい事業（施設） 〈現在未利用の人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【いつから利用したいか 〈現在未利用の人のみ〉】 
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55.0 

50.6 

19.6 

13.8 

5.9 

4.0 

5.5 

2.1 

1.3 

2.7 

1.5 

55.9 

54.7 

48.3 

19.3 

5.3 

3.7 

3.5 

2.8 

2.2 

1.5 

1.5 

 0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0  60.0

幼稚園

保育園

幼稚園の預かり保育

認定こども園

事業所内保育施設

ファミリー・サポート・センター

小規模保育施設

居宅訪問型保育

家庭的保育

その他の保育施設

その他

前回調査

今回調査

幼稚園 

保育園 

幼稚園の預かり保育 

認定こども園 

事業所内保育施設 

ファミリー・サポート・センター 

小規模保育施設 

居宅訪問型保育 

家庭的保育 

その他の保育施設 

その他 

 

○定期的な教育・保育事業の利用希望について、「幼稚園の預かり保育」が 28.7 ポイント増加

（19.6％48.3％）し、「保育園」は 4.1 ポイント（50.6％54.7％）、「認定こども園」は 5.5

ポイント（13.7％19.3％）、それぞれ増加しました。【問 17】 

【利用したい事業（施設）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＋28.7 
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1

1.9 

9.0 

4.4 

3.3 

5.6 

1

18.0 

27.4 

22.5 

25.6 

23.3 

1

45.4 

34.3 

40.3 

40.6 

38.2 

1

34.3 

28.1 

32.1 

29.3 

31.9 

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)教育・保育の内容

(2)園舎や園庭、遊具

(3)保護者への対応

(4)安全への配慮や危険管理

(5)食事やおやつの内容

(1)教育・保育の内容  

(2)園舎や園庭、遊具 

(3)保護者への対応  

(4)安全への配慮や危険管理 

(5)食事やおやつの内容 

 

３ 就学前教育・保育に対する評価  

○利用している教育・保育事業の満足度について、全ての項目で肯定的回答（「非常に満足」及

び「満足」の合計）が 60～80％を占めました。【問 16－④】 

【利用している事業（施設）の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に不満
である 

不満である ふつう 満足している 
非常に満足
している 

 

79.7 

62.4 

72.4 

69.9 

70.1 
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○事業別に満足度をみると、いずれの事業においても『教育・保育の内容』についての肯定的回

答（「非常に満足」及び「満足」の合計）が 70～85％程度となっています。また、保育園は『食

事やおやつの内容』についての肯定的回答が約 75％に上ります。【問 16－④】 

○また、回答が少ないものの小規模保育施設、事業所内保育施設、その他の保育施設については

『園舎や園庭、遊具』で否定的回答（「非常に不満」及び「不満」の合計）がやや多い一方で、

『保護者への対応』では否定的回答が少なくなっています。【問 16－④】 

【利用している事業（施設）の満足度（事業別）】 

 幼
稚
園 

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育 

保
育
園 

認
定
こ
ど
も
園 

小
規
模
保
育
施
設 

事
業
所
内
保
育
施
設 

そ
の
他
の
保
育
施
設 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー 

そ
の
他 

教
育
・保
育
の
内
容 

非常に満足している 41.2 45.1 28.6 30.2 44.4 30.0 28.6 - 37.9 

満足している 44.9 44.8 46.4 41.3 27.8 35.0 57.1 100.0 51.7 

ふつう 12.9 9.9 21.9 23.8 22.2 30.0 9.5 - 10.3 

不満である 0.6 - 2.8 4.8 5.6 - - - - 

非常に不満である 0.3 0.3 0.4 - - 5.0 4.8 - - 

園
舎
や
園
庭
、
遊
具 

非常に満足している 34.2 39.8 23.4 27.0 16.7 15.0 23.8 100.0 37.9 

満足している 38.8 36.7 32.4 28.6 11.1 10.0 23.8 - 37.9 

ふつう 21.1 18.8 31.1 39.7 44.4 40.0 28.6 - 20.7 

不満である 5.3 4.3 11.7 4.8 22.2 25.0 19.0 - 3.4 

非常に不満である 0.6 0.3 1.3 - 5.6 10.0 4.8 - - 

保
護
者
へ
の
対
応 

非常に満足している 35.6 37.0 28.2 33.9 38.9 30.0 38.1 - 51.7 

満足している 40.3 38.6 40.8 30.6 38.9 35.0 52.4 100.0 31.0 

ふつう 21.9 22.2 23.2 25.8 22.2 30.0 9.5 - 13.8 

不満である 1.4 1.5 6.9 9.7 - 5.0 - - 3.4 

非常に不満である 0.8 0.6 0.9 - - - - - - 

安
全
へ
の
配
慮
や 

危
険
管
理 

非常に満足している 32.6 35.5 24.9 38.1 33.3 40.0 33.3 - 44.8 

満足している 42.5 41.0 39.8 31.7 33.3 20.0 52.4 100.0 37.9 

ふつう 22.2 21.0 29.2 27.0 27.8 30.0 14.3 - 10.3 

不満である 1.6 1.9 4.6 3.2 - 10.0 - - 6.9 

非常に不満である 1.1 0.6 1.4 - 5.6 - - - - 

食
事
や
お
や
つ
の 

内
容 

非常に満足している 28.9 31.6 33.9 38.1 38.9 29.4 35.3 100.0 50.0 

満足している 34.9 35.9 41.9 28.6 33.3 29.4 47.1 - 33.3 

ふつう 26.4 24.5 20.3 30.2 22.2 29.4 17.6 - 8.3 

不満である 8.3 7.4 3.3 3.2 5.6 11.8 - - 4.2 

非常に不満である 1.5 0.6 0.6 - - - - - 4.2 
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21.8 

1

78.2 

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

56.7 

33.0 

35.3 

15.8 

4.2 

0.3 

0.4 

0.1 

3.2 

67.4 

32.3 

27.2 

20.4 

4.4 

0.2 

0.2 

0.0 

1.5 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0

母親が仕事を休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみても

らった

父親又は母親のうち就労していない方が子ども

をみた

父親が仕事を休んだ

病児・病後児保育を利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

ベビーシッターを利用した

その他

前回調査

今回調査

27.4 72.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査

母親が仕事を休んだ 

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもら

った 

父親又は母親のうち就労していない方が子ど

もをみた 

父親が仕事を休んだ 

病児・病後児保育を利用した 

ファミリー・サポート・センターを利用した 

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

ベビーシッターを利用した 

その他 

 

４ 地域子育て支援事業に対するニーズの変化  

(1) 病児・病後児保育 

○子どもが病気等で教育・保育事業を利用できなかった時の対処方法について、「病児・病後児

保育を利用した」と答えた人は前回とほぼ同じ（4.2％4.4％）ですが、「母親が仕事を休ん

だ」が 10.7 ポイント増加しました（56.7％67.4％）。一方、その際に病児・病後児保育施設

等を「利用したいとは思わない」と答えた人が 5.6 ポイント増加しました（72.6％78.2％）。

【問 22－①、22－②】 

【保育園や幼稚園を利用できなかったときの対処方法 〈利用できなかったことがあった人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【病児・病後児保育の利用希望 〈保護者が休んだ人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できれば病児・病後児保育施設等を 
利用したい 

利用したいとは思わない 

 

母親・父親が休んだ人に 

＋10.7 

＋5.6 
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55.4 

55.4 

28.6 

11.9 

13.7 

22.3 

52.6 

51.3 

29.9 

20.7 

11.7 

11.9 

9.8 

23.9 

 0.0  20.0  40.0  60.0

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

親が仕事を休んで対応する

利用料がかかる・高い

利便性（利用可能時間・日数など）がよくない

利用したい事業が地域にない

利用料がわからない

質に不安がある

その他

前回調査

今回調査

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安 

親が仕事を休んで対応する 

利用料がかかる・高い 

利便性（利用可能時間・日数など）がよくない 

利用したい事業が地域にない 

利用料がわからない 

質に不安がある 

その他 

 

○病児・病後児保育を利用したいとは思わない理由は、「病児・病後児を他人にみてもらうのは

不安」が 52.6％と最も高く、僅差で「親が仕事を休んで対応する」が 51.3％で続いており、

前回調査と同様の傾向となっています。【問 22－③】 

【病児・病後児保育の利用を希望しない理由 〈利用を希望しない人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

※前回調査では、選択肢が「利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない」であり、 

回答比率は 26.2％でした。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

45.8 54.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査

69.7 

61.7 

19.0 

3.7 

70.3 

60.6 

22.7 

4.6 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親

の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を

含む）や親の通院 等

不定期の就労

その他

前回調査

今回調査

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の

習い事等）、リフレッシュ目的 

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含

む）や親の通院 等 

不定期の就労 

その他 

 

(2) 一時保育等 

○一時保育等の不定期の教育・保育事業について、「利用したい」と答えた人は前回とほぼ同じ

でした（45.8％47.5％）。また、「利用したい」人の利用目的は、「不定期の就労」と答えた

人が 3.7 ポイント増加しました（19.0％22.7％）。【問 24、24－①】 

【不定期の事業の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用目的 〈利用を希望する人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用したい 利用する必要はない 

 

＋3.7 
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14.1 

1

85.9 

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

14.4 85.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査

88.8 

18.4 

0.4 

0.7 

0.4 

1.5 

85.8 

14.5 

1.0 

0.7 

0.0 

5.3 

 0.0  50.0  100.0

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

仕方なく子どもを同行させた

ショートステイ（子育て短期支援事業）を利用し

た

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

ショートステイ以外の保育事業（認可外保育施

設、ベビーシッター等）を利用した

その他

前回調査

今回調査

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった 

仕方なく子どもを同行させた 

ショートステイ（子育て短期支援事業）を利用し

た 

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

ショートステイ以外の保育事業（認可外保育施

設、ベビーシッター等）を利用した 

その他 

 

(3) ショートステイ等 

○子どもを泊まりがけで家族以外にみてもらったことが「あった」と答えた人は前回とほぼ同じ

でした（14.4％14.1％）。また、「あった」と答えた人の対処方法については、前回と同様の

傾向となっています。【問 25、25－①】 

【１年間に、泊まりで家族以外に見てもらったことの有無】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その時の対処方法 〈見てもらったことのある人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あった なかった 
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25.7 

21.3 

11.9 

14.8 

8.6 

8.5 

7.4 

9.6 

6.0 

21.0 

12.0 

33.1 

22.7 

9.2 

8.9 

7.5 

7.5 

7.3 

6.4 

3.7 

18.9 

12.9 

 0.0  10.0  20.0  30.0  40.0

教育・保育の事業を利用しているから

利用する必要がないから

利用方法がわからないから

子育て支援センターに関する情報提供が不十

分だから

希望する開催時間があわないから

希望する曜日があわないから

場所が悪く利用しづらいから

子育て支援センターを知らないから

自分が利用できるのかどうかわからないから

特に理由はない

その他

前回調査

今回調査

26.1 

18.9 

3.8 

2.0 

2.2 

63.8 

24.2 

23.6 

3.5 

1.9 

2.5 

62.5 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0

幼稚園、保育園のあそび会、あそぼう会

子育て支援センター

民生委員・児童委員、主任児童委員などが各

地区で実施する事業

ＮＰＯ等の市民活動団体が実施する事業

その他

事業を利用していない

前回調査

今回調査

教育・保育の事業を利用しているから 

利用する必要がないから 

利用方法がわからないから 

子育て支援センターに関する情報提供が不十

分だから 

希望する開催時間があわないから 

希望する曜日があわないから 

場所が悪く利用しづらいから 

子育て支援センターを知らないから 

自分が利用できるのかどうかわからないから 

特に理由はない 

その他 

 

幼稚園、保育園のあそび会、あそぼう会 

子育て支援センター 

民生委員・児童委員、主任児童委員などが各

地区で実施する事業 

ＮＰＯ等の市民活動団体が実施する事業 

その他 

事業を利用していない 

 

(4) 子育て支援センター 

○センターを利用している人は 4.7 ポイント増加しました（18.9％23.6％）が、利用していな

い理由について、「教育・保育の事業を利用しているから」と答えた人が 7.4 ポイント（25.7％

33.1％）、「利用する必要がないから」と答えた人が 1.4 ポイント（21.3％22.7％）、それ

ぞれ増加しました。また、「情報提供が不十分」と答えた人が 5.9 ポイント（14.8％8.9％）、

「センターを知らない」と答えた人が 3.2 ポイント（9.6％6.4%）、「利用方法がわからない」

と答えた人が 2.7 ポイント（11.9％9.2％）、それぞれ減少しました。【問 26、26－①】 

【地域子育て支援拠点事業の現在の利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子育て支援センターを利用していない理由 〈利用していない人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用していない人に 

＋4.7 

△2.7 

△5.9 

△3.2 

＋7.4 

＋1.4 
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20.5 

1

7.3 

1

72.2 

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

26.7 6.2 67.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査

○一方で、利用していない人の今後の利用について、「今後利用したい」と答えた人は 6.2 ポイ

ント減少しました（26.7％20.5％）。【問 26、26－①、27】 

【地域子育て支援拠点事業の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用していないが、 
今後利用したい 

すでに利用しているが、
今後利用日数を増やし

たい 

新たに利用したり、利用
日数を増やしたいとは思

わない 

 

△6.2 
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延長保育事業 

一時預かり事業 

（幼稚園での預かり保育） 

一時預かり事業 

（保育園での一時保育） 

地域子育て拠点支援事業 

子育て短期支援事業 

病児･病後児保育事業 

子育て援助活動支援事業 

放課後児童健全育成事業 

利用者支援事業 

妊婦健康診査 

乳児家庭全戸訪問事業 

養育支援訪問事業 

 

0.5

0.6

2.3

0.5

0.0

1.1

3.0

9.4

6.3

0.4

2.0

0.0

1

3.8

4.8

4.8

4.5

11.1

15.4

9.1

15.9

0.0

1.7

6.1

6.9

1

28.1

25.4

24.8

39.4

11.1

18.7

40.9

26.1

31.3

39.1

46.6

31.0

1

39.5

45.0

42.4

40.4

44.4

39.6

31.8

34.8

43.8

39.1

31.8

34.5

1

28.1

24.1

25.7

15.1

33.3

25.3

15.2

13.8

18.8

19.7

13.5

27.6

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５ 地域子育て支援事業に対する評価  

○事業への利用者の満足度について、多くの項目で肯定的回答（「非常に満足」及び「満足」の

合計）が 50％以上を占めましたが、『子育て援助活動支援事業』『放課後児童健全育成事業』『乳

児家庭全戸訪問事業』については、50％をわずかに下回りました。また、『放課後児童健全育

成事業』及び『病児・病後児保育事業』については、否定的回答（「非常に不満」及び「不満」

の合計）が他事業に比べやや多くなりました。【問 30】 

【地域子ども・子育て支援事業（11 事業）の満足度（５段階評価）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に不
満である 

不満であ
る 

ふつう 
満足してい

る 
非常に満
足している 

 

50% 



16 

5.8

5.7

5.2

5.0

3.8

2.8

10.1

13.4

1

13.3

20.7

18.5

16.3

11.6

9.3

21.0

25.5

1

37.7

43.6

39.2

58.4

31.0

38.3

39.6

43.2

1

35.7

26.5

31.8

17.8

45.9

42.9

24.3

16.0

1

7.5

3.5

5.3

2.4

7.8

6.7

5.0

2.0

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前の教育・保育（幼稚園、

保育園、こども園）の内容が充

実している

子育て家庭に対する多様な

サービスが充実し、安心して子

育てができる

子どもたちが地域で見守られな

がら、心豊かにたくましく育ってい

る

支えが必要な子どもやその家庭

への支援が整っている

安心して妊娠・出産できる環境

が整っている

親と子が健康管理の行き届いた

環境の中で子育てを行うことが

できる

男女が共に働きながら子育てを

行う意識が高まってきている

働きながら子育てができる子育

て支援サービスが整っている

就学前の教育・保育（幼稚園、保育

園、こども園）の内容が充実している 

子育て家庭に対する多様なサービス

が充実し、安心して子育てができる 

子どもたちが地域で見守られながら、

心豊かにたくましく育っている 

支えが必要な子どもやその家庭への

支援が整っている 

安心して妊娠・出産できる環境が整

っている 

親と子が健康管理の行き届いた環

境の中で子育てを行うことができる 

男女が共に働きながら子育てを行う

意識が高まってきている 

働きながら子育てができる子育て支

援サービスが整っている 

 

６ 現状の施策に対する評価  

○子育ての環境や支援への評価について、『安心して妊娠・出産できる環境が整っている』及び

『親と子が健康管理の行き届いた環境の中で子育てを行うことができる』は、肯定的回答（「そ

う思う」及び「まあそう思う」の合計）が 50％前後を占め、『就学前の教育・保育の内容が充

実している』及び『子どもたちが地域で見守られながら、心豊かにたくましく育っている』は

肯定的回答が 40％前後でした。一方、『働きながら子育てができる子育て支援サービスが整っ

ている』及び『男女が共に働きながら子育てを行う意識が高まってきている』については否定

的回答（「そう思わない」及び「あまりそう思わない」の合計）が肯定的回答を上回りました。

【問 31】 

【５段階評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思わ
ない 

あまりそう
思わない 

どちらとも
いえない 

まあそう
思う 

そう思う 

 

43.2 

30.0 

37.1 

20.2 

53.7 

49.6 

29.3 

18.0 

31.1 

38.9 
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65.6 

38.8 

28.1 

31.9 

27.0 

24.4 

21.4 

20.5 

12.3 

17.3 

12.2 

11.7 

12.1 

9.6 

8.3 

4.5 

9.0 

4.1 

4.2 

62.6 

43.8 

36.3 

28.7 

25.6 

24.0 

21.3 

19.0 

15.3 

15.2 

15.0 

12.3 

12.0 

6.3 

6.0 

5.9 

5.8 

3.2 

6.8 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0

子育てにかかる経済的援助

仕事と家庭との両立の推進

学童保育所の充実

延長保育の充実

一時保育の充実

地域における子どもの見守り

病児・病後児保育室の充実

休日保育の充実

子どもの発達に関する相談や支援

子育てに関する情報提供の充実

児童館の充実

地域における子育て支援サービスの充実

子育て支援センターの充実

父親の子育て参画の促進

子育て中の悩みや児童虐待などの相談窓口の

充実

子育て支援のネットワークづくり

保健師等による妊娠から乳児期の健診や相談

ひとり親家庭等の自立支援の推進

その他

前回調査

今回調査

子育てにかかる経済的援助 

仕事と家庭との両立の推進 

学童保育所の充実 

延長保育の充実 

一時保育の充実 

地域における子どもの見守り 

病児・病後児保育室の充実 

休日保育の充実 

子どもの発達に関する相談や支援 

子育てに関する情報提供の充実 

児童館の充実 

地域における子育て支援サービスの充実 

子育て支援センターの充実 

父親の子育て参画の促進 

子育て中の悩みや児童虐待などの相談窓口

の充実 

子育て支援のネットワークづくり 

保健師等による妊娠から乳児期の健診や相

談 

ひとり親家庭等の自立支援の推進 

その他 

 

○市に期待する施策について、「子育てにかかる経済的援助」と答えた人が最も多くなっていま

すが、前回より 3.0 ポイント減少しています（65.6％62.6％）。全般に大きな順位の変化は

ありませんでした。このうち、「仕事と家庭との両立の推進」と答えた人は 5.0 ポイント（38.8％

43.8％）、「学童保育所の充実」と答えた人は 8.2 ポイント（28.1％36.3％）、それぞれ増

加しました。一方、「延長保育の充実」と答えた人は 3.2 ポイント（31.9％28.7％）、「一時

保育の充実」と答えた人は 1.4 ポイント（27.0％25.6％）、それぞれ減少しました。また、

「子どもの発達に関する相談や支援」や「児童館の充実」と答えた人がやや増加し、「子育て

に関する情報提供の充実」と答えた人がやや減少しました。【問 28】 

【市に期待する施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△3.0 

△3.2 

＋5.0 

＋8.2 

△1.4 
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19 

22.1 

1

15.0 

1

10.6 

1

34.3 

1

18.0 

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

94.2 

52.8 

46.5 

30.4 

20.7 

19.1 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

小学１年生の時

小学２年生の時

小学３年生の時

小学４年生の時

小学５年生の時

小学６年生の時

学童保育所等の利用に関するアンケート調査結果の要点 

 

 

１ 学童保育所に対するニーズ  

○学童保育の利用意向について、「利用する」と答えた人が 22.1％、「できれば利用したい」と答

えた人が 15.0％であり、利用意向を持つ人が合わせて 37.1％となっています。【問 10】 

【学童保育所の利用意向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○利用を希望する学年については、「小学校１年生」は 90％以上に上りますが、「小学校２年生」

では約 50％に減少し、「小学校４年生」で 30％前後となり、「小学校５年生」で 20％前後とな

ります。【問 11－①】 

【学童保育所の利用を希望する年度 〈利用を希望する人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用する 
できれば 
利用したい 

あまり 
利用しようと
思わない 

利用しない 
利用するか 
どうかわから

ない 

 

37.1 
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92.7 

26.5 

8.9 

82.9 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

平日の放課後

土曜日

日曜日・祝日

長期休業中(夏休み・冬休みなど)

50.5 

16.1 

13.2 

6.6 

4.9 

2.2 

1.7 

1.5 

3.2 

 0.0  20.0  40.0  60.0

子どもの帰宅時刻までには保護者が帰宅する

つもりだから

働く予定がないから

祖父母等が子どもをみてくれるから

利用料金が負担になるから

学童保育所に不安や不満があるから

習い事やスポーツなどのクラブ活動をさせるつ

もりだから

子どもだけで留守番をさせるつもりだから

子どもが行きたがらないと思うから

その他

子どもの帰宅時刻までには保護者が帰宅する

つもりだから 

働く予定がないから 

祖父母等が子どもをみてくれるから 

利用料金が負担になるから 

学童保育所に不安や不満があるから 

習い事やスポーツなどのクラブ活動をさせるつ

もりだから 

子どもだけで留守番をさせるつもりだから 

子どもが行きたがらないと思うから 

その他 

 

平日の放課後 

土曜日 

日曜日・祝日 

長期休業中(夏休み・冬休みなど) 

 

○利用を希望する曜日等については、「平日の放課後」が 92.7％に上り、「長期休業中」も 82.9％

に上ります。【問 11－②】 

【学童保育所の利用を希望する曜日 〈利用を希望する人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学童保育の利用を希望しない理由について、「帰宅時刻までに保護者が帰宅する」と答えた人

が 50.5％がもっとも多く、「働く予定がない」と答えた人が 16.1％、「祖父母等がみてくれる」

と答えた人が 13.2％となっています。一方、「利用料金が負担」と答えた人が 6.6％、「学童保

育所に不安や不満がある」と答えた人が 4.9％となっています。【問 12－①】 

【学童保育所の利用を希望しない理由 〈利用を希望しない人のみ〉】 
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２ ファミリー･サポート･センターに対するニーズ  

○ファミリー･サポート･センターの利用経験が「ある」という人は 3.3％。一方、「制度も知らな

かった」と答えた人は 39.8％に上ります。利用方法として、最も多いのは「保育園・幼稚園・

認定こども園への送迎」で 19.5％となっています。【問 14、14－①】 

【ファミリー･サポート･センターの利用経験】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ファミリー･サポート･センターの利用方法 〈利用したことのある人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ファミリー･サポート･センターの利用意向について、「利用する」と答えた人が 1.2％、「でき

れば利用したい」と答えた人が 6.5％であり、利用意向を持つ人が合わせて 7.7％となってい

ます。【問 15】 

【ファミリー･サポート･センターの利用意向】 
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○ファミリー･サポート･センターの利用を希望しない理由について、「必要としない」と答えた

人が 52.5％に上ります。次いで、「ファミリー･サポート･センターのことがよくわからない」

と答えた人が 15.5％、「利用料金が負担」と答えた人が 14.8％となっています。【問 17－①】 

【ファミリー･サポート･センターの利用を希望しない理由 〈利用を希望しない人のみ〉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


